
6月11日の「次亜塩素酸水の新型コロナウイルスへの有効性と
空間噴霧の安全性についての科学者による記者会見」を受けて

弊社は、先日の記者会見には賛同する立場です。昨今の「次亜塩素酸水」に関する歪曲報
道や誤解を解くべく、正確な情報発信を心がけてまいります。「次亜塩素酸水」の安全性と
有効性は、第三者分析機関による各種試験や、国際的・社会的な実績に裏付けられておりま
す。モーリスをご愛用頂いている皆さまに、先日の記者会見のポイントをお伝えします。

昨今の「次亜塩素酸水は新型コロナウイルスに効果がない」、「次亜塩素酸水は
健康に有害である」との報道は明らかな誤報である。本来感染防止に有効な手段を陥れる風
評を作っている。結果、次亜塩素酸水の普及を妨げ新型コロナウィルスの感染を広げる結果
となり重大な社会問題である。*¹ (越智代表)

次亜塩素酸は『塩素消毒』の活性因子で代表的なものは水道水の塩素消毒であ
り、適切に濃度を管理すれば微生物に対しては殺菌効果を示すが、人間の健康に害はない。
蛇口をひねれば直接飲める衛生的な水を支えているのが次亜塩素酸である。 *²(福崎教授)

次亜塩素酸水の空間噴霧は微生物を制御することを目的にしている。浮遊してい
る菌のみならず、物に付着している菌に対して有効である。実験結果では、インフルエンザ
ウイルスなどの不活化を実証済みである。 *²(福崎教授)

次亜塩素酸水の空間噴霧の安全性について、現時点で目安になる安全基準は「労
働安全衛生法」に定める塩素ガスの許容濃度である。これが具体的には500ppbという値で
あるが、この基準は「人が1日8時間、週40時間、曝露されても人の健康に害がない」濃度
とされている。塩素濃度50ppmの次亜塩素酸水を想定されている噴霧量より大幅に多い、
過剰噴霧(湿度≒100%)した実験でも、計測された最大値は120ppb程度であった。健康上、
問題が無い濃度である。また、噴霧粒子の吸引毒性に関しては、げっし動物を用いた数多く
の吸引毒性試験で安全性を確認している。 *²(福崎教授)

弱酸性次亜塩素酸水(pH6.0, 50ppm)の空間噴霧で、インフルエンザウイルスを
不活化することを実験で証明した。10分間の噴霧(微細粒子)で、約10万個のウイルスが、検
出限界以下になった(1個以下)。対比する為、同じ環境下で蒸留水を噴霧したが、30分経過
しても、インフルエンザウイルスの減少・不活化は確認できなかった。 *²(福崎教授)

NITEの途中報告の前に、既に北海道大学の研究グループや、帯広畜産大学の研
究グループが次亜塩素酸水による新型コロナウイルスの不活化を実験で証明している*³*⁴。
次亜塩素酸水の有効塩素濃度pH4.5, 40ppmを用いたところ、30秒で検出限界以下になった。
瞬間的に不活化しており、非常に効果があると自信を持って言える。(玉城教授)

人の命と環境を守るための米国政府機関・米国環境保護庁(EPA)が新型コロナウ
イルスの適合消毒剤に「次亜塩素酸水」を挙げている (3月31日付け) *⁵ 。また、アメリカ
疾病予防管理センター(CDC)は次亜塩素酸水について、「生物組織に対して無毒である
(nontoxic)」と2008年のガイドライン上でに明言している。*⁶(奈良林教授)

森友通商株式会社
2020年6月12日

記者会見の要点

ポイント１！

ポイント２！

ポイント３！

ポイント４！

以上の博士を中心として客観的、科学的、論理的な発表内容と、弊社が独自に取得して
いる第三者分析機関の各種試験の良好な結果をもとに、弊社は引き続き、
「弱酸性次亜塩素酸水モーリス」は＜人の命と健康＞、＜快適な暮らし＞に

役立つ商品として、引き続き自信をもって推奨をしていきます。
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*²：三重大学大学院 生物資源学研究科 教授 福崎 智司
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https://akarimirai.com/content/images/press/200602.pdf

*⁴：帯広畜産大学

「新型コロナウイルスに対する次亜塩素酸水の不活化効果を証明 」

https://www.obihiro.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/05/act.pdf

*⁵：米国環境保護庁（EPA）

「EPA takes action to assure availability of Disinfectant products for use against
Novel Coronavirus」

https://jia-jp.net/assets/img/press/200609.pdf

*⁶：アメリカ疾病予防管理センター（CDC）

「Guideline for Disinfection and Sterilization in Healthcare Facilities (2008)」P40

http://dental.nv.gov/uploadedFiles/dentalnvgov/content/Licensure/CDC%20Gui
delines%20for%20Disinfection%20and%20Sterilization%20in%20Healthcare%20F
acilities%20-%202008.pdf
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